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地下水開発集団

研修日誌

6月9日

第3回地下水資源開発集団研修の開講式はいよいよ

本目に迫った.東南アジア中近東の11カ国より選ば

れた12名の若き技術家は希望に燃えて5月下旬より続

々来目している.6月2目～6目まで国際技術協力

事業団(OTCA)において日本の地理歴吏産業の

オリエンテイションをうけ日本の進んだ学問技術

また第二次大戦の廃虚から不死鳥のごとくよみがえった

同じ毛色同じ皮膚の人種のパイタリテイを7ヵ月の研

修で吸収消化せんものと期待にみちて待ち構えている

のであろう.1960年2月のエカフェの第4回水資源開

発技術会議において提案された地下水開発技術者研修

制度は安芸咬一エカフェ農地部長(当時)蔵田地質

調査所応用地質部長(当時)の強力な推進によって幾

多の迂余曲折を経て1967年第1回の研修が11カ国11

名の参加を得てOTCAと地質調査所(GS)の鶴同に

より6ヵ月の期問で始められたのである.地下水開

発は水理地質水文物理探鉱試錐等等諸学の集大成

技術であるため参加者には水理地質学者あり水利

専門家あり試錐技術者ありでその最大公約数を得る

ことは大層むづかしく同一課程内で教育することは

講師側にも研修生側にもいろいろの障害があるのは予想

される所である.初年度次年度はそのトラブルを

最少限にするために､水理水文関係の学習演習を主

としたグリｰンコｰスと水井戸さく井技術演習を多く

したブルｰコｰスとに分けられ2コｰス併進の研修が

桑形久夫

実施された.コｰスリｰダｰの蔵田博士の献身的た努

力で.両年度とも成功裡に終了したカミコｰスを2つに

分けることによるマネｰジメントのむずかしさまた民

間受け入れ機関への長期依頼の困難性たどと種々の悪

条件が山積しているため今年度はコｰスを一本にしぼ

ってそのかわり研修後期に個別研修を設けるたど与

う限り全員に満足の行くカリキラユムカ聯られ実行さ

れることになった.国連分担金第4位のわが国がOT

CAを通じて行たっている技術援助コｰス80の1つ地

下水コｰスについても研修生1人に100万円の費用

コｰス運営に160万円の血税が投晋られているのである

から無駄た試行錯誤は許されたい.グッドよりベタ

ｰにベタｰよりベストにコｰスを導く責務が課せられ

ているのである.定められたカリキュラムを最も無駄

なく運営して行くコｰデイネイダｰの責任は重く身の

ひきしまる思いにかられる.午前10時より受入側と

研修生との初会合が開かれる.GSより平山研修所長

小西コｰスリｰダｰ桑形コｰデイネイダｰOTCAよ

り松岡岡中両氏の研修一課担当官と第一回研修よりの

ベテラン西川コｰデイネイダｰの日本側6名研修生側

は到着の遅れた韓国を除いて11名がお互いの紹介から始

まりコｰスの説明研修生の希望抱負の交換があり

おのおの開発途上国の明目を担う若きエンジニアの熱っ

ぽいスピリットに7ヵ月の研修で与えうる限り彼等

の母国へのお土産を持たせねばならぬことをあらため

て痛感させられた.これらの若き12名の紳士方をご紹

介しよう.

霧前列左からアブフタイン(サウジアラビア)アポン

ソ(セイロン)呉(台湾)ワチヤリン(タイ)ア

ルファ(イラン)平山(GS)アイドリス(エチオ

アブレシア(フイリブン)剛11(OTCA)ニイ(ラ

小西(GS)�
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晩.Ch剛n且㎝W固呉崇堂33

中華民国台湾省.台湾大学農科出身の水管理局技師目

本語の読み書きは自由自在.アフリカに技術指導に1年出

張していた経験あり.

脳7.A血1㎜e週0m慶r五唖亙加39

エチオピア王国.アジスアベバ大学出身のさく井技師.

水資源局勤務の研修生中最年長者.もっとも熱心な回教徒

で帰国まで遂に7ヵ月間豚および豚肉製品を喰べたかった.

Mr.T5e雀je皿S双dほ硯na30

Mr.Aδ軸｡皿｡29

インドネシア共和国よりペアで参加した水文技術者水利

局勤務で両人とも回教徒である.Adijono氏は参加者

中もっとも若く見えるせいもあってか日本語が全く出来た

いにもかかわらずガｰルフレンドを作る技術は抜群で研

修生伸間よりはMr.プレジデントの尊称を奉られていた.

皿亙.蕊｡seiIユArfa27

イラン王国.テヘラン大学地質科出身の水理地質家さん

研修生伸間で唯一人のヨｰロッパ人的風貌の持ち主と濃い胸

毛で在日申大いにもてた模様だ.

Mr･正;y0皿9S00Choi31

大韓民国.京城大学物理科出身で地下水開発局勤務.

日本語は全くしゃべれないが漢字がわかるので新聞雑誌

は大体読めるという特技の持ち主.

M正.LambertOAb亙e6ea30

フィリピン共和国.水道局勤務の地質家.一行中最大

の愛妻家のようでせっせと故国に待っ奥さんにプレゼン

トを送り続けていた.

M亙.Ny玉Ph0亘唖1冊ac血8亘一血26

ラオス王国.フランスに3年留学の経験あり英語より

フランス語の方がはるかに得意の様子.風貌が日本人と酷

似してよく間違われていた.

珊正.M0血a瓦皿aaAb双思租ta旦蛆33

サウジアラビア王国.リヤド大学出身の地質家で水資

源局の水井戸さく井の設計監督官.熱心な回教徒でありま

た母国よりの送金か潤沢らしくOTCAよりのアロｰアソス

･の端境期には他の研修生に大いに頼りにされていた様子

雌｢.玉)6nz三五Aρ0ns033

セイロン共和国.イギリス留学3年の成果で英国土木

学会員の資格をもち参加者中もっとも英語に堪能であった.

帰国までに日本語の歌を5つ唱える様に怒ったことを見ても

語学の才能に忘れていることカミわかる.

肚.Wa鮎鮒i皿Nakw出血趾固36

タイ王国.カセットサルト大学灌概科出身.チエンマ

イにある灌観局勤務.研修生中一番の酒落男であった.

以上12名全員は12月17目まで市ヶ谷本村町にある東

京中央研修センタｰ(TIC)におのおの個室を与えら

れ講議も主としてそこで行なわれるのである.彼等

にとって気候風土食物と全く異なった環境への順応

と実り多き研修成果の成就までには幾多の困難を克服

し在ければならたいだろう.1人の落伍者も出さない

ようとに角ベストをつくすのみ.

6月21目

開講式の翌日からは2週間の特別講議が組まれ安

芸咬一中野尊正高橋裕各教授など日本を代表する

学者によって世界および日本の水資源の現況その占

める位置開発計画など水資源開発の最初のアフロｰ

チカミ行なわれている.本目は特別講議の一端として

日本の代表産業の1つ一製鉄鍛造の部門のみでなく

地下水の必要性をもっとも痛感している産業一である

日本鋼管川崎工場の見学である.午前中は会議室にお

いて地下水開発35年のキャリアを持つ井深功博士より

工業用水特に製鉄産業における水の占める位置の重要

性についての講議午後は全員黄色の安全帽に作業服

軍手に身を固め高炉よりの銑鉄の出炉転炉による製

鋼圧延鋼管作製の見学である.ほとばしる灼熱の

銑鉄耳を聾せんばかりの鋼管作製作業だと工業日本

の心臓の鼓動に似た作業と施設を目のあたりに見た彼等

の印象むしろ感激と言いたいはいかに素晴しかった

であろうか.そこに働いている者は全部同じ･皮膚同

じ毛色の日本人のみであり大部分の機械も日本製であ

ることがもちろん発展途上国にも製鉄所をはじめ近

代的工場はかなりあろう.しかしマネｰジメントエ

ンジナリングには欧米人が少なからぬ比重を占めている

ことも事実である.同じアジアにアジア人によっての

み近代産業が運営されむしろ世界のリｰダｰシップを

とっていることは同じアジアの民族の彼等に欠きた

自信と希望を与先たことであろう.来目当初のオリエ

ンティシヨ;■で観念の上では理解はしていたにしても

百聞は一見に如かず本目は欠きた1目にたったこと･を

確信している.

6月27目

6月第4週より最初の本格講議水理地質学力痛九州

大学の村上政嗣教授によって1週間行たわれた.前京

大教授の博士は平山研修所長の恩師にもあたる由第

1回の研修よりずっと講議をなされているので手)頂も

すっかり慣れそおありである1研修生にはすでに1｣度

大学で習デたことg復習もあるであろちカミ先生独自の

理論である水理公式降雨流出濠透蒸発め相関関

係め理論には大き肢興味を寄せて質問も活発であり

彼等の学習態度の真剣さに先生も満足されておられる�
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様子.開講式以来3週間毎日接していて彼等の名

前と顔の一致のみでたく性格も解りかけてきたところ

だ.とに角全員学識の凹凸はあっても新知識を吸収

せんとする意欲は皆同じだ.先はまだ長いが健斗を祈

ろう.

7月16目

7月15目より18目までの4局間コｰス最初の巡検旅

行として新潟地方の天然ガス地盤沈下干拓の見学

である.上野駅よりの｢とき2号｣特急列車はまず

は快適でありたちまちにさしかかった上越の山々の緑

濃き杉木立ちに中近東グノレｰプは驚異の目を見はって

いる.ほとんど植生のたい彼等の山々に比べて緑が

濃いのはあえて黒としたいであろうカミ何処に行っても

人工の緑であることに驚きを感じているのだろう.

巡検第1目午前中は日本さく泉顧問の岩松技師より

新潟ガス田の地質地盤沈下その対策のため考案され

たガス地下分離井の講議が行なわれ午後は市内のガス

井戸地盤沈下観測井の見学と現地説明である.台湾

よりの呉さんは地盤沈下カ洞様に母国の欠きた問題点

とたっているので特別の興味を抱いており1ミリの

精度で自記する沈下観測井の装置に熱心た質問を浴せて

いた.地下水開発新潟の場合はガス水の汲みあげ

がもたらす地盤沈下との因果関係は将来彼等の国でも

開発の発展とともに必ず解決せねぱたらぬ宿題として

直面したときに本目の見学が脳裡にうかびあがってく

るにちがいたい.

第2目は33億円を投資して1万ヘクタｰノレのほと

んど海面下に近い湿地帯を生産28万石の美田に改良した

親松排水機場付近の地下700mのガス層を掘さく中の

ロｰタリｰさく井現場目本海の荒波に年々浸食されて

いる新潟港海岸の浸食防止のテトラポット積みなど興

味あふれる見学に時間の経つのを忘れたようである.

ロｰヒｰブレイクお国自慢に語もはずむひととき

初めての国内旅行とし赤毛布設もかずかずあるカミ海

岸近くの有名た一匹100万円と称される錦鯉を見に民家

に立ち寄った際靴のまま座敷のうえに上ってしまい

ガイド嬢に注意されて玄関に戻って靴を脱いだまでは

良いがそこにあった先客の草履をスリッパと思ったら

しくそれを履いてまた上って打ってしまい涼しい顔

をしている始末であった.

7月24目

コｰス第8週は第1回のエヴァリュエｰション(カ

リキュラムの評定と希望)と各参加者による白国の地

下水車庸の発表に費やされている.エヴァリュエｰシ

ョンにはGSOTCAの係官と研修生全員で活発な討

論がとりかわされた.開講後7週間では基礎的肢科目

が多いのでまだ彼等の現実面ですぐ役立ついわゆる

実用的講議には入っていないのでそれを望む芦カミしき

りであった.配布された予定表で納得してもらう.

カリキュラムの編成は水理地質地下水文学だと水理

学関係の基礎講議5週間農業用水本文測量だと水利

関係4週間物理探鉱水質分析など応用関係4週間

試錐関係2週間実習3週間巡検旅行3週間個別研

修3週間見学2週間最初に行たわれるオリエンディ

ジョン特別講議の3週間と合せて計29週の研修日程で

ある..前年度のブノレｰグリｰンの2コｰスを併合し

て1つにした代り最後に設けられた個別研修によって

各人のもっとも興味を抱いたものたとえぱ試錐電気

採鉱などを専攻させようという新制度である.カリキ

ュラムのバランスは講議60%実習･見学･旅行30

%の割合いにたっている.

また水資源の利用の対象の相違すたわち彼等の当面

しているのは上水遣と灌概の水の解決であり日本で

は工業用水の獲得が焦眉の急の問題点となっている次元

の違いを認識しないと研修方向と彼等の要求とカミかけ

離れて行ってしまうのではあるまいか.

各国の地下水事情報告は各人出発時に用意してきた

カントリｰレポｰトを各自に配布1人1時間の持ち時

間で説明と質疑庵答.これを詳しく書くには別冊が要

るほどであるが各人自国の水資源の現況開発状況

計画組織だとが最新デｰタｰで説明され彼等が何を

悩み何を求めているかが浮き彫りにされて今後のコ

ｰス運営に大いに参考にたった.ほとんどの国が地下

水開発の端緒についたところであるカミその数例をあげ

ると台湾は日本と同じに地下水汲みあげによる地盤

沈下に悩みセイロンは塩水の地下水への浸入力澗題で

あり表流河川の全くたいサウジアラビアではユ000～

2000皿の深井戸で水を汲みあげているたどであった.�
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9月12目

!4週までに農業用水井戸水文学地下水文学物

理探鉱写真地質と多彩にわたる講議が終わり第15週

は水文測量演習わ週である.GS尾崎技官の2日間の

講議のあとコｰス最初の実習として栃木県羽黒町付

近の那珂川での表流水流量測定と日本の代表的火山の

1つ那須火山の地質見学である.幅35皿の那賀川に

3人1組4班に分かれて傭船上での水深流速測定は

夜来の雨あカミりにかたりの急流とたっており全員救命

胴衣に身を固めて真剣た表情であったが幸い講も河

中に転落するものも次く無事終了した.

宿舎の那須温泉では研修生一同衆目以来初めての温

泉たのでひとり用のバスかシャワｰしか入ったことの

ない彼等には共同浴場(残念ながな混浴ではなかった

が)に入るのは最初抵抗を感じたらしいが説得が効を

奏して大部分は一諾に入る様にたったが日本式風呂

の入り方のレクチュアをしなかったのである1人入

る前に全身を石けんで洗いそのままシャボンの泡だら

けで止る暇もあればこそドボンと飛び込まれて他

のお客に冷汗をかいて謝る一幕もあった.

9月26目

研修もいよいよ後半に入り試錐関係の集中研修の週

に入った.第16週はロｰタリｰボｰリングの理論機

械取扱いなどの講議17週は1週間茨城県内原にある

OTCA農業訓練センタｰ内で6日間のロｰタリｰの実

習である.訓練センタｰは農業関係4コｰス40名の研.

修生を抱えて10ヵ月の研修を実施しておりその中の

1つ稲作改良コｰスが巡検旅行に出かけて空いた期間

センタｰ内で利根ボｰリングによってさく井指導がたさ

れることにたった.

利根の中山技師の素人はなれした巧みな図解と流暢た

英語による説明のあと実働5目で掘さく電気検層

ケｰシング揚水まで行たおうという欲ばったスケジュ

ｰノレで深度は付近の潜水12m層を目標に15皿として

作業が開始された.機械は利根ボｰリング製中型試錐

機で掘さく能力100mのもの.研修生も交替でノ･ン

ドルを握る.母国でルｰチンとしてやっている者もあ

り生れて始めて機械に接する者ありで掘さく中耳

も聾するモｰタｰの音にもめげず熱心に質問をしカ

メラを向けていた.2目目は折り悪しく小雨たまた

ま研修生の実習ぶりを見学に見えた平山研修所長通産

省貿易振興局技術協力課の秋山技官利根の村越技術部

長の一行も雨にもめげず機械ととり組む研修生の真剣

な姿にたいへん感心させられていた.表面の土壌

小砂利は順調に掘さくも進んで行くが地層の変わり目

玉石などに当ると機械が踊り途端にスピｰドが落ちて

しまう.利根の係員が台の先にぶら下って体重で振動

を止めていた.作業中いろいろのトラブルがあった方

が研修効果があがるのでむしろアクシデント歓迎であ

る.第3目に予定通り15mの深度に達して掘さく中止

GS武居技官の指導で電気検層の実習に入る.検層

機器はTOAと書かれているがもちろん東亜電波製の国

産である.話しは横道に入るが来目当時研修生は

少し高級そうだ機器類を見るとこれは何処製だと決っ

て質問し日本製であると答えると不思議そう肢顔をし

たものである､それもそのはずわが国は明治100年

にたっても維新以来文明開化の舶来品崇拝思想が抜け

きらないのかとかく横文字に似た名前を商品につける

風習があり事実その方が消費者にうけていたのである.

自動車しかり電気製品化粧品みたしかりである･

研修生の母国開発途上国ではいはゆる高級品はほと

んど舶来であり外国名のブランドは逆に品質保証のレ

ッテルと感じているのかも知れたい.1週間程度のオ

リエンディジョンでは日本の現況を良く理解すること

は不可能で彼等の国と同様目本名ではないのは輸入

那賀川こおける流量測量実習

桔舎にて流量測定結果の計算�
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品と考えても無理からぬことである.同様のことが語

学にも言えよう.日本では別に外国語カ拙来たくても

(出来ればベタｰではあるが)あらゆる学問が日本語で

学ぶことが出来る.しかし開発途上国では商産の学

問技術を学ぶにはまず外国語に通じていないと書物

が読め放い学べないのである.そのため語学力イコ

ｰル高度の知識と結びつけて考えられる.来日以来4

か月にたんたんとしてやっと彼等も日本においては

日本語のみで高度の学問技術の習得が可能であること

たとえ名前が外国風であってもほとんどの機器が国産で

あり品質も世界一流であることが理解されて来ている.

MadeinJapanのブランドは今や品質保証安心の代名

詞にたってきていることも解ってくれてきた.実際大

部分の研修生は測量機器試錐機電波計測器が日本

で作られているとは想像していたかったとあとで告白し

ていたがこれはOTCAが行なっている80の研修コｰ

スの共通のオブジェクトで帰国後彼等の母国の中堅

または高級技術者として祖国興隆の索引車として活躍

するであろう研修生にこの日本の多産業の姿を脳裡

にしみこませるのは島国日本の国是である輸出振興へ

の布石として欠きたメリットがあろう.

閑話休題.その国産の検層器を使って2人1組で

検層の実習が始まった.11～13皿付近の潜水層がきれ

い肢カｰブに現われ一同ご満悦である.あとケｰシ

ング(穴に管を入れる作業)水中ポンプによる揚水と

予定通り全部終了できた.一方実習の方のみでたく

ここ内原センタｰは食事が大変においしく賄いのおば

さんも誠意をこめて接待してくれその国の良いイメｰ

ジを心に強く印象ずけるのにきわめて効果的た民間外交

の実を発揮してくれたのは大いに有難かった.

9月29日

第17週のロｰタリｰさく井に続いてさく井シリｰズ

の第18週はパｰカッションの講議と実習である.三

小雨の中のロｰタリｰボｰリング実習(茨城県内原)

協工業の高尾部長より20年の経験をふまえた講議のあ

と同社川口エ場での見学が始まる.山の様に積まれ

たフィッシングツｰノレ(ロッドの先が折れたようた場

合に引き出す道具)を前に教科書では学べない現場

の生々しい体験者を相手にいろいろの質問が始る.パ

ｰカッションのワイヤｰは右巻きと左巻きとどちらが適

当か切れたワイヤｰを現場でったぐには粘っこい地

層ちょうど泥目ヨに足をふみ入れて抜けたくたるあの状

態を想定していただければ良いがこれを抜くにはどう

いう処置をとればよいか等等テキストにはない現場経

験者で次げれば答えられたいキメの細い活発な討論に

終止した.一方水中立体カメラ水中テレビなど最新

の機器の実演も行なわれ短い1目もたちまち過ぎてし

まった.2目目は千葉県木更津市付近の水道水源の掘

さく現場の見学にOTCAのバスを走らせる.この井

戸は深さ150皿の予定深度の掘さくを終了電気検層も

終ってケｰシングの段階であったので選ばれたわけであ

る.ステンレス製のジョンソンスクリｰンもちろん

国産であるがきわめて手順良く次から次と熔接され

て埋められて行く.その労務者の手際の良さ能率の

良さがみごとだ.日本が戦後潰滅より奇蹟の復興を遂

げた原動力の1つとして1介の労務者にいたるまで自

分の職業使命を理解して真剣にとり組んでいるという

ことにあることが彼等研修生に充分理解されてきたこ

とであろう.これも研修効果の大きな成果と考えたい.

12月1目

楽しかった関西九州巡検旅行も終わり水質分析地

球化学だとの一連の化学関係の講議も26週で終了して

最後の2週間は個別研修として各人カミ選んだコｰスに

入ることにたった.最初の予定では3つぐらいに分け

るつもりが研修生側の希望で水理地質4名電気探

鉱3名試錐2名土木地質1名さく共用ベントナイ

ト1名放射能探鉱1名の6コｰスに分かれてしまい

武屠技官指導の電気検屑�
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村き添いの手配に転手古舞いの忙しさであった･

エチオピアのアイドリス氏はベントナイトの探掘

精製に強い興味をもち個別研修にもそれを選んだので

灘馬県松井困の三立鉱業のご好意で坑内採掘より精製

袋詰め積み出しにいたる工程を1週間見学することに

たり筆者ともども上野駅を出発し松井困到着は昼す

ぎとたったが妙義山麓の町は師走の空っ風が身を切

る様に寒く熱帯育ちのエチオピア人にはかなりこたえ

ていることであろう.礁氷関所跡の傍にある工場から

すぐ作業服ヘルメット長靴に身を装って入坑地下

50mのベントナイト層の掘さく現場を見る.案内の山

口工場長より地質の概況ベントナイト原土の質の見

わけ方振さく上の注意だとの説明に研修生中もっと

も熱心た生徒のアイドリス氏は質間の切れ目がたい.

準備よく持ってきたフラッシュで坑内の様子掘さく

状況も撮っている.彼のオフィスでは輸入したベン

トナイトかあり合せの粘土で代用している由であるが

この経験が帰国して良いベントナイト層発見につたが

ることを祈りたい.泥まみれになって地上に出てきた

時ははや早い冬の陽は暮れなんとして寒風は一段と

きびしさを増していた.

12月17目

28週間の研修もつつがなく終って本目は最終エヴァ

リュエｰションに続いて午後はいよいよ終講式である.

7ヵ月も家族と離れたれぬ異国に過した研修生達は

この目の1目も早からんことを何度も祈ったことであろ

う.われわれめもりとも心を砕いたこと7ヵ月の研

修期間中事故や病気のないこと研修効果があがってい

ることの2点であった.前者は無事全員帰国できるし

後者は最終エヴァリュエｰションとレポｰトで完全で

はないにしてもまず相応の成果を全員が得ていること

が確認されほっと胸をなでおろした所である.

式はオフショアコｰスと合同で行たわれGSOTCA

さく井協会の三者より終了免状サｰチィフィケｰトが

渡されこれによって彼等の未来も一段と明るく約東さ

れたことであろう.式の間中じっと彼等の顔をみつ

めたがら28週間のいろいろの出来事楽しかったこと

も苦しかったも次々と想い出されまたその上気した顔

に日本でおぼえ体験した有形無形の知識経験を君等

の国で100夕6活用して祖国前進の欠きたエネルギｰに

なってくれと無言で話し続けていた.

式終了後のサヨナラパｰティではひとりひとりと固

い握手をかわしたがら言った言葉は皆同じであった･

君達は素晴らしい紳士だ.君等のそのたくましいエネ

ルギｰではやく日本に追いつき追いこしてくれ給え.

また機会があったら是非日本に来てくれることを.

(筆者は海外地質調査協力室)
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地学と切手ダムに中心が移リ第二次世界大戦まではこσ)両市が競争して

隆盛をきわめていた､特にベルギｰではアントワｰプ以外の

各都市でも一種の家庭工業として小規模の工場カミ多くあたか

も国家的工業を形成するに至っていた.しかし戦後にはオラ

ンダベルギｰσ)外にもニュｰヨｰク周辺でスラエルド

アントウｰプイツイギリス南ア連邦などと世界替地に研磨二[場が分散し

ダイヤモンド目本にも山梨県韮崎に工場があるが依然として世界のダイヤ

国際市記念切手モンド中心地であり熟練した宝石加工で知られている.装

P.Q.飾用ダイヤの輸入のおかげで14,O00人以上のダイヤモンド職

人がアントワｰプ地方で働いておりベルギｰで世界のダイヤ

ダイヤモンドは全世界産出の95パｰセントまでダイヤモンドモンド労働力の50パｰセントを{めている.ここではあらゆ

シンジケｰトによって独占されロンドンにおいて月1回ダる型あらゆる質のダイヤモンドを探すことが出来どんだカ

イヤモンド原石が売出される.こうしてロンドンで購入されットでもすることができるといわれる.

た宝石用ダイヤモンド原石はバイヤｰの手から世界各地の研切手は1965年にアントワｰプで開かれたダイヤモンド国際市

磨工場に渡され各種デザインにカットされて宝石商から売りを記念して発行された.婦人の指にさんぜんと輝くダイヤが

出される.ダイヤモンド研磨の基礎は15･胆紀後半にオランダテｰマである.

人ルｰドイッヒヴァンベルンハムによって作り.1二げられ中央のダイヤはブリリアントカットで親指と人差し指の間

だ.ベノレンハムはブルジュで仕事をしたので同地が研磨業のはアｰキｰズ･カットいずれも20カラット以ヒはあろう

の中心とたったがその後次第にアントワｰプとアムステルというものである.

刎〃11仙1〃111W1冊〃11仙1〃11仙1〃Wl"〃1･W111〃1舳1〃〃''1'仙1〃'榊岬1〃'山舳咄〃舳'岬〃1･W岬〃'1榊岬1〃W吻〃伽榊･1〃〃11

カムチャッ汝菊j附糊刻

ダ

ン

玄帀

令

'柵打一

^活火山

カムチャツカの火山切手

刮�

ソビエトでは1964年に3種の山岳切手が発行された.それ

は2種がコｰカサス山脈の1種が天山山脈の山だった.翌

1965年に3種の火山切手が発行されたがいずれもカムチャツ

カの火山である.4kがクリュｰチェフスカヤ12kがカル

イムスキｰ16kがカリャｰクスキｰ火山である.

太平洋をとりまく火山帯の一部であるカムチャツカ半島にも

火山が多く活火山でカタログに記載されているのでも28にの

ぼっている.それはおもに東側に並んでいるがただひとっ

西側にイチンスキｰが位置している.

㌻

�

■.

�
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クルユｰチェフスカヤ4k

火山というより火山群でありクリュｰチェフスゴイとも呼

ばれる.活火山としてはシュベノレｰテに次いで北から2番目

に位置しており標高4,850mでカムチャツカ半島の最高峰で

ある.火山はカｰメン(4,585m).フロスカィヤ(4,108m)

.火口から熔岩流が流れる型の噴火､をレた.

面に新しく寄生火山が出来

m3放出された炭素化合物は約30萬トンと推定されている.

カルイムスキｰ12k

海抜1,486㎜で直径約5k㎜の同名のカルデラ中央にある安山

岩～石英安山岩からなる成層火1｣｣である.カルデラ壁はカルｰ

デラ底から50～150nユ高く切手の図案はカルデラ壁の上から

望んだものであろう.頂上には直径約200mの火口があり

噴火は1771年以来約25回知られている.噴火は激しい活動と

共に火山灰を多く放出し熔岩の少ないブルカノ型であるが

北斜面には真新しい熔岩流があってカルデラ底を埋めている.

カリャｰクスキｰ16k

海抜3,456mで第四紀初めに生成した火山と考えられ山体

は相当に侵食されて放射状谷が深い.安山岩からなる成層

火山で頂上西側に小火口があり山腹には8コのジンダｰコ

ンがある.活動は通常噴煙はみえないが近くのアヴアチェ

ンスキｰ火山が活動すると噴煙がみえるようになり時には高

く上るという.

と並んでいる円垂形であり頂

上には直径約600㎜の火口を有

している玄武岩の成層火山であ

る.頂上は常に氷によってお

おわれ火口内も噴気孔のある

地点以外は氷である.クルユ

ｰチェフスカヤの噴火は1697年

からが記録に残され以来約60

､同涛動した｡おもに中央火〕

グ)活動であるが.側火口の活動

も多い.!9515356年の噴

火では中央火口が渚勤して側

196q年には北側斜

1月半の商に流出した熔岩は1億�


